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 「仕
事
と
生
活
の
調
和
」が

な
ぜ
い
ま
必
要
な
の
？

「
働
く
こ
と
」を
取
り
巻
く
環
境
は
、

「
働
き
た
い
の
に
働
く
場
所
が
な
い
」

「
仕
事
が
忙
し
す
ぎ
て
生
活
に
豊
か
さ

が
実
感
で
き
な
い
」「
仕
事
と
育
児
・介

護
の
責
任
が
二
者
選
択
に
な
っ
て
い

る
」な
ど
大
変
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
は
、将
来
へ
の
不
安

や
社
会
の
活
力
低
下
、少
子
化
、人
口
減

少
の
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。「
仕
事

と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク
・ラ
イ
フ
・バ

ラ
ン
ス
）」は
こ
う
し
た
社
会
環
境
を
改

善
し
、私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
で
確
か

な
も
の
と
す
る
の
で
す
。

仕
事
と
生
活
の

調
和
の
あ
る
べ
き
姿

①
就
労
に
よ
る
経
済
的
自
立
が

●
思
い
や
り
あ
ふ
れ
　
と
も
に
輝
く
ま
ち
　
飛
驒
高
山

人
も
元
気
！
企
業
も
元
気
！

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現
に
向
け
て

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、育
児
や
介
護
な
ど
個
人
の
状
況
に

応
じ
た
柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る
と
と
も
に
、地
域
活
動
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加

で
き
る「
仕
事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
）」が
重
要
で
す
。

岐
阜
県
が
定
め
た
男
女
共
同
参
画
推
進
強
調
月
間
で
あ
る
今
月
は
、最
近
よ
く
耳

に
す
る「
仕
事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
）」に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

応
じ
て
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
が
選
択

で
き
、し
か
も
公
平
な
処
遇
が
確
保
さ

れ
て
い
る
。

※「
仕
事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク
・ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
）憲
章
」よ
り

「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」に
は

何
が
必
要
な
の
？

企
業
に
お
け
る
育
児
・介
護
の
た
め

の
休
業
制
度
や
休
暇
制
度
、フ
レ
ッ
ク

 ス
タ
イ
ム
制
や
時
差
出
勤
、短
時
間
勤

務
制
の
導
入
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、左
記
に
示
し
て
い
る
心
構
え
や

実
践
が
重
要
で
す
。

「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」は

企
業
コ
ス
ト
を
増
や
す
だ
け
？

例
え
ば
女
性
従
業
員
が
出
産
す
る
場

合
、退
職
す
る
よ
り
も
育
児
休
業
や
短

時
間
勤
務
な
ど
を
利
用
し
て
継
続
就
業

す
る
方
が
、総
合
的
に
は
コ
ス
ト
が
抑

【現状と目指すべき社会】
現在の「働くこと」を取り巻く環境

経済的自立が困難 家族との団らんが困難・過労

明日への投資

育児や介護との両立が困難

正社員以外の若者の増加 正社員は長時間労働

働くひとが、将来への不安を抱えたり、豊かさを実感できない

社会の活力の低下、少子化のさらなる進行

社会を持続可能で確かにするための取組みが必要

仕事と生活の調和の推進

共働き世帯の増加

就労による経済的自立 健康で豊かな生活 多様な働き方・生き方の選択

これから目指すべき社会


